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市では、「いすみ市国土強靭化地域計画（案）」について、広報いすみ（４月号）やホームページ等でパブリックコメントを募集しました。その結果、２人の方から３件の意見が寄せられました。いただいたご意見及びこれに対する市の考え方は以下のとおりです。貴重なご意見をお寄せいただき、ありがとうございました。

	№
	ご意見等
	市の考え方
	修正等の有無

	１
	小中学生に夏のキャンプなどの学校行事において、自衛隊、警察、消防及び救命医療機関など、地域と連携した形で災害疑似体験を経験させ肌で学ばせてほしい。
	小中学生に災害疑似体験を経験させることは、防災教育として重要と考えますので、本計画で掲げている「防災教育の推進」として追加します。
	有

	２
	本計画の基本目標で「人命の保護が最大限図られること」は重要であるため、一人でも多くの方に早期避難の大切さを伝えてほしい。
	　災害時の早期避難は、ご意見のとおり非常に重要で大切なことです。
防災行政無線や広報紙をはじめ防災メール等で周知するとともに、本計画に追加します。
	有

	３
	大津波の時などは、迂回表示や進入禁止柵など、人が行うのは危険なので、自動でできるよう予算措置の検討をしてほしい。
	大津波等の警報発令時には、危険地域に人が出向くことは、ご意見のとおり非常に危険を伴います。
自動の迂回表示や進入禁止柵などの整備については、課題や問題点も含め今後研究していきたいと考えます。
	無
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